












　具体的には二つのイベントを企画した。（１）「名古屋 SF シンポジウム 2018」、（２）「ジェ
ンダー／セクシュアリティをめぐる対話 再び」である。
（１）名古屋 SF シンポジウム 2018










　続いて、「『2001 年宇宙の旅』公開 50 周年」と題されたパネルでは、中村融氏（翻訳家）、
添野知生氏（映画評論家）、の二人のパネリストに、司会の片桐翔造氏（レビュアー）を加



























　こうした現実の問題と SF という空想ジャンルがどうかかわるのか、SF という表現形式
がどのように役立っているのかなど、当事者ならではの視点から様々な事例が紹介され、学
生からも大変興味深かったと好評であった。
